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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の血管内の血流速度の測定を改善する方法であって：
　超音波ビームを放出し、前記被検体の身体部分のうちの複数の深度における流速を測定
するために、超音波トランスデューサを利用するステップ；
　制御ユニットが、前記複数の深度の各々について測定された流速から、前記身体部分に
関する各自の時空間速度プロファイルを形成するステップであって、各々の時空間速度プ
ロファイルは各自の深度で測定された流速から形成される、ステップ；及び
　制御ユニットが、前記超音波トランスデューサの位置を調整するために前記被検体の血
管軸に対する前記超音波ビームの角度の補正を決定するために、複数の時空間速度プロフ
ァイルのうちの１つ以上を分析するステップであって、前記補正は、前記時空間速度プロ
ファイルにおけるピークの位置と、前記超音波ビームの軸の前記時空間速度プロファイル
との交点に対応する前記時空間速度プロファイルの中心との間の差分に基づいている、ス
テップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　前記角度に対して決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサのオペレー
タにフィードバックを提供するステップ；
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記角度に対する決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサに対する第
１制御信号を決定するステップ；及び
　前記時空間速度プロファイルにおけるピークの位置が前記時空間速度プロファイルの中
心又はその近辺にあるように、前記超音波トランスデューサにより放出される前記超音波
ビームの方向を、決定された前記第１制御信号に従って調整するステップ；
　を更に有する請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記角度に対する決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサのオリエン
テーション・アクチュエータに対する第２制御信号を決定するステップであって、前記オ
リエンテーション・アクチュエータは、前記被検体に対する前記超音波トランスデューサ
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の方向を調整することが可能である、ステップ；
　を更に有する請求項１、２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記角度に対する決定された補正に基づいて、前記時空間速度プロファイルにおける流
速値に対する補正を決定するステップ；
　を更に有する請求項１ないし４のうち何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記被検体に対する、前記超音波トランスデューサの位置に対する補正を決定するため
に、前記時空間速度プロファイルを分析するステップ；
　を更に有する請求項１ないし５のうちの何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記位置に対する決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサのポジショ
ン・アクチュエータに対する第３制御信号を決定するステップであって、前記ポジション
・アクチュエータは、前記被検体に対する前記超音波トランスデューサの位置を調整する
ことが可能である、ステップ；
　を更に有する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ読み取り可能な媒体に記憶され、コンピュータ読み取り可能なコードを有
するコンピュータ・プログラムであって、前記コンピュータ読み取り可能なコードは、コ
ンピュータ又はプロセッサにより実行されると、請求項１ないし７のうちの何れか一項に
記載の方法を前記コンピュータ又はプロセッサに実行させる、コンピュータ・プログラム
。
【請求項９】
　超音波ビームを放出する超音波トランスデューサから信号を受信する入力部と、制御ユ
ニットを有し、被検体の血管内の血流速度を測定する装置であって、前記制御ユニットは
：
　前記被検体の身体部分のうちの異なる深度における流速の測定値を取得するステップで
あって、前記測定は、前記超音波トランスデューサを利用して実行される、ステップ；
　複数の深度の各々について測定された流速から、前記身体部分に関する各自の時空間速
度プロファイルを形成するステップであって、各々の時空間速度プロファイルは各自の深
度で測定された流速から形成される、ステップ；及び
　前記超音波トランスデューサの位置を調整するために前記被検体の血管軸に対する前記
超音波ビームの角度の補正を決定するために、複数の時空間速度プロファイルのうちの１
つ以上を分析するステップであって、前記補正は、前記時空間速度プロファイルにおける
ピークの位置と、前記超音波ビームの軸の前記時空間速度プロファイルとの交点に対応す
る前記時空間速度プロファイルの中心との間の差分に基づいている、ステップ；
　を行うように構成されている、装置。
【請求項１０】
　前記制御ユニットは：
　前記角度に対する決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサに対する第
１制御信号を決定するステップ；及び
　前記時空間速度プロファイルにおけるピークの位置が前記時空間速度プロファイルの中
心又はその近辺にあるように、前記超音波トランスデューサにより放出される前記超音波
ビームの方向を調整するために前記第１制御信号を出力するステップ；
　を行うように更に構成されている、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御ユニットは：
　前記角度に対する決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサのオリエン
テーション・アクチュエータに対する第２制御信号を決定するステップであって、前記オ
リエンテーション・アクチュエータは、前記被検体に対する前記超音波トランスデューサ
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の方向を調整することが可能である、ステップ；
　を行うように更に構成されている、請求項９又は１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記制御ユニットは：
　前記被検体に対する、前記超音波トランスデューサの位置に対する補正を決定するため
に、前記時空間速度プロファイルを分析する；
　ように更に構成される、請求項９ないし１１のうちの何れか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記制御ユニットは：
　前記位置に対する決定された補正に基づいて、前記超音波トランスデューサのポジショ
ン・アクチュエータに対する第３制御信号を決定するステップであって、前記ポジション
・アクチュエータは、前記被検体に対する前記超音波トランスデューサの位置を調整する
ことが可能である、ステップ；
　を行うように更に構成される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記超音波トランスデューサを更に有する請求項９ないし１３のうち何れか一項に記載
の装置。
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